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＝ 鷹｜
悶丈｜

関岡
九ケ 」」

月原
三合
0 戦
日と
1尾
ー張

一
月
八
日

一一

月一

四
．
雑
賀
重
良
旧
蔵
歌
書
3

ー
江
戸
時
代
の
狂
歌
を
主
に
｜

一
月
六
日
1
二
月
七
日

一
一月
一
七
日
1
三
月

一
日
1
一
二
月
三
日

人
日

－
関
ケ
原
合
戦
と
尾
張

慶
長
五
年

ご

六
O
O
）
九
月

一
五
日
に
関
ケ
原
で
天
下

分
け
目
の
合
戦
が
お
こ
な
わ
れ
、
徳
川
氏
が
覇
権
を
得
ま
し

た
。
こ
の
隣
国
美
濃
で
の
決
戦
の
勝
敗
に
、
尾
張
の
国
内
情

勢
や
武
士
の
動
向
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
関
ケ
原

合
戦
四
百
年
を
迎
え
る
の
を
記
念
し
て
、
関
ヶ
原
合
戦
と
尾

張
と
の
関
係
を
、
こ
の
展
示
で
と
り
あ
げ
ま
す
。

ま
ず
、
関
ケ
原
合
戦
と
尾
張
と
の
関
連
に
着
目
し
な
が
ら
、

同
合
戦
に
至
る
経
過
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
、
豊
臣
秀
吉
が
幼
い
秀
頼
を
残
し

て
病
死
す
る
と
、
玉
大
老
筆
頭
の
実
力
者
徳
川
家
康
は
し
だ

い
に
政
局
の
主
導
権
を
握
っ
て
い
き
ま
し
た
。
慶
長
五
年
、

家
康
は
、
陸
奥
会
津
城
主
上
杉
景
勝
に
反
逆
の
企
図
あ
り
と

し
て
、
諸
大
名
を
率
い
て
会
津
に
向
か
い
ま
し
た
。
尾
張
か

ら
は
、
市
須
城
主
福
島
正
則
、
黒
田
城
主

一
柳
直
感
と
い
っ

た
大
名
の
ほ
か
に
、
武
功
で
有
名
な
兼
松
正
吉
、
中
村
元
勝

も
従
軍
し
て
い
ま
し
た
。

徳
川
家
康
の
会
津
攻
め
に
釆
じ
て
、
七
月
に
石
田
三
成
は
、

大
老
の

一
人
安
芸
広
島
城
主
毛
利
輝
元
を
盟
主
と
し
て
大
坂

城
に
迎
え
入
れ
、
諸
大
名
に
家
康
打
倒
を
呼
び
か
け
て
兵
を

あ
げ
ま
し
た
。
三
成
ら
の
挙
兵
を
知
っ
た
家
康
と
そ
の
率
い

る
諸
大
名
は
引
き
返
し
て
三
成
ら
を
討
つ
こ
と
を
決
定
し
、

ま
ず
福
島
正
則
ら
盟
匝
恩
顧
の
諸
大
名
を
先
遣
隊
と
し
て
送

り
込
み
ま
し
た
。
他
方
、

三
成
ら
同
軍
は
、
美
般

・
尾
張
を

確
保
し
て
、
西
上
す
る
家
康
方
東
軍
を
盤
破
し
よ
う
と
し
て
、

世
尾
の
諸
大
名
に
参
軍
を
働
き
か
け
ま
し
た
。
美
濃
岐
阜
城

主
織
田
秀
信

（信
長
嫡
孫
）
が
西
軍
の
呼
び
か
け
に
応
じ
る

と
、
松
尾
国
境
の
諸
領
主
、
犬
山
城
主
石
川
光
吉
、
竹
内
叫
城

主
杉
浦
直
勝
ら
も
西
軍
に
参
加
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
城
主

福
島
正
則
ら
が
山
陣
巾
で
あ
っ
た
市
須
城
は
、
西
軍
の
手
に

落
ち
ず
、
豊
臣
秀
頼
に
仕
え
る
、
尾
張
在
住
の
馬
廻
り
た
ち

am

ぴ

ニ

（
尾
強
衆
）
、
生
駒
家
長
、
阿
比
子
菩
十
郎
、
深
井
雄
重
ら
も

清
須
城
に
入
城
し
、
正
則
に
与
し
て
戦
う
こ
と
と
な
り
、
尾

張
に
お
け
る
徳
川
方
の
催
勢
は
決
定
的
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
。八
月

一
四
日
ま
で
に
、
栴
島
正
則
ら
先
発
の
諸
大
名
は
市

須
城
に
集
結
し
、
同
一一一

日
に
二
手
に
分
か
れ
て
岐
阜
城
を

め
ざ
し
ま
し
た
。
一

柳
直
感
ら
尾
張
武
士
の
手
引
き
で
難
な

く
木
曽
川
を
渡
っ
た
東
軍
諸
勢
は
、
一一一一一
日
に
岐
阜
城
主
織

田
秀
信
を
降
伏
さ
せ
ま
し
た
。
翌
二
凹
日
、
東
箪
諸
勢
は
回

遊
し
て
、
西
軍
の
拠
点
大
垣
城
の
北
、
赤
坂
に
陣
を
構
え
ま

し
た
。
こ
の
報
告
を
、
つ
け
て
、
徳
川
家
康
の
本
隊
三
万
は
九

月

一
日
に
江
戸
を
出
発
し
、

一
四
日
に
は
赤
坂
の
先
発
隊
と

合
流
し
ま
し
た
。
同
夜
東
軍
が
直
接
近
江

・
大
坂
へ
向
か
う

計
画
と
知
っ
た
西
軍
主
力
は
、
凶
ヶ
原
へ
移
動
し
、
東
軍
も

こ
れ
を
追
い
ま
し
た
。

九
月

一
五
日
（
新
暦
の

一
O
月
二一

日
）
早
朝
、
一
O
万
を

超
え
る
東
西
両
軍
が
、
関
ヶ
原
周
辺
に
布
陣
し
ま
し
た
。
午

前
八
時
ご
ろ
、
松
平
忠
吉

（徳
川
家
出
版
凹
男
）

・
井
伊
直
政

（忠
吉
の
男
で
後
見
役
）
は
、
徳
川
氏
の
面

H
の
た
め
に
合

戦
の
先
駆
を
果
た
そ
う
と
、
先
鋒
に
予
定
さ
れ
て
い
た
福
島

正
則
の
陣
の
脇
を
通
り
、
敵
前
に
て
西
軍
を
銃
撃
し
ま
し
た
。

正
則
も
す
か
さ
ず
西
軍
方
の
宇
喜
多
秀
家
勢
を
銃
撃
さ
せ
ま

し
た
。
楠
烏
勢
と
そ
の
先
手
に
参
加
し
て
い
た
尾
張
衆
は
浮

喜
多
勢
に
突
撃
し
て

一
進

一
退
の
激
闘
と
な
り
ま
し
た
。

石
田
三
成
ら
西
軍
は
、
劣
勢
な
が
ら
奮
戦
し
て
し
ば
ら
く

激
戦
が
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
東
軍
方
に
内
応
し
て
い
た

古
川
広
家
の
策
謀
に
よ

っ
て
、
南
宮
山
の
毛
利
秀
元
ら
の
諸

勢
三
万
余
は
動
け
ず
、
松
尾
山
の
小
早
川
秀
秋
勢

一
万
五
千

が
東
軍
に
寝
返
っ
た
た
め
、
午
後
二
時
ご
ろ
に
は
国
軍
は
総

崩
れ
と
な
り
ま
し
た
。
唯

一
残
っ
た
島
津
義
弘
勢
は
、
家
康

本
陣
の
脇
を
突
破
し
て
南
の
伊
勢
へ
逃
れ
ま
し
た
。
先
頭
を

駆
け
て
追
撃
し
た
松
平
忠
吉

・井
伊
直
政
は
負
傷
し
ま
し
た
。

わ
ず
か
半
日
の
決
戦
の
結
果
、
敗
北
し
た
西
軍
の
諸
大
名

は
処
罰
さ
れ
、
政
権
は
徳
川
家
康
に
帰
し
ま
し
た
。
関
ヶ
原

合
戦
に
は
多
く
の
武
士
た
ち
が
参
加
し
た
た
め
、

参
戦
し
た

武
士
ら
が
後
日
作
成
し
た
覚
書
や
、
彼
ら
の
証
言
を
聞
き
書

き
し
た
記
録
が
多
数
残
さ
れ
ま
し
た
。
『
お
あ
む
物
語
』
は、

当
時
大
垣
城
に
い
た
女
性
の
珍
し
い
問
書
で
す
。
こ
れ
ら
を

材
料
に
し
て
、
後
世
に
関
ヶ
原
合
戦
記
が
多
く
ま
と
め
ら
れ

ま
し
た
。
ま
ず
、
江
戸
幕
府
が
、
徳
川
家
康
の
幕
府
創
業
の

事
蹟
を
顕
彰
す
る
た
め
に
各
種
の
関
ヶ
原
合
戦
記
を
作
ら
せ

て
い
ま
す
し
、
参
戦
し
た
諸
大
名
家
に
お
い
て
も
自
家
の
武

功
を
記
念
す
る
た
め
に
同
様
な
こ
と
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
兵
学
者
た
ち
も
凶
ヶ
原
合
戦
を
研
究
対
象
と
し
て
お
り
、

宮
川
尚
古
の

『凶
ケ
原
軍
記
大
成
』
は
そ
の
代
表
的
な
著
作

と
い
え
ま
す
。
蓬
左
文
庫
の
前
身
で
あ
る
尾
張
務
御
文
庫
に

2 

下；ム

問
奇

~ 

芝

法
寺

太田牛－ r太田和泉守記』
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τ存
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必
事
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耐
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e
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、
宮
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る
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L
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L
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も
、
家
康
の
遺
徳
を
し
の
ぶ
た
め
や
、
兵
学
研
究
に
役
立
て

る
た
め
に
、
凶
ケ
同
似
合
戦
に
附
す
る
合
戦
記
や
合
戦
凶
が
収

蔵
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
関
ヶ
原
合
戦
後
に
、
松
平
忠
古
は
尾
張
市
須
城
主

と
な
り
、
同
合
戦
に
参
加
し
た
家
臣
と
も
ど
も
、
武
蹴
忍
城

か
ら
移
っ
て
き
ま
し
た
。
忠
土
門
は
、
尾
張
の
領
主
に
な
る
に

際
し
て
、
父
家
康
に
願
い
出
て
、
関
ヶ
原
合
戦
で
活
脱
し
た

尾
張
衆
た
ち
を
家
臣
に
加
え
ま
し
た
。
慶
長

一二
年
（

一
六

O
七
）
に
忠
士
円
は
病
死
し
ま
す
が
、
弟
で
家
康
九
到
の
徳
川

義
煎
が
代
わ
っ
て
尾
張
の
領
主
と
な
り
ま
し
た
。
忠
吉
の
家

ほ
の
多
く
は
義
直
に
仕
え
、
尾
張
滞
家
臣
聞
の
中
核
と
な
り

ま
す
。
凶
ケ
原
合
戦
の
武
功
は
、
各
務
士
の
家
に
伝
わ
り
、

尾
強
務
が
編
さ
ん
さ
せ
た
藩
士
系
詩
集
や
記
録
に
採
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
蓬
左
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
閑
ヶ
原
合
戦
に

附
す
る
件
籍
類
か
ら
、
関
ヶ
原
合
戦
と
尾
市明
地
方
の
附
わ
り

に
つ
い
て
桁
介
し
ま
す
。

• 雑：
｜賀「
江重げ
戸良：
時旧
代蔵
の歌
狂害
歌 3
を
主

歌
舎
の
収
集

・
研
究
家
と
し
て
知
ら
れ
た
雑
賀
重
良
氏

（一

九
O
o
i
八
一
二
）
が
収
集
さ
れ
た
、

一
八、

二
O
O
点

余
に
及
ぶ
資
料
が
、
ご
遺
族
に
よ
っ
て
、
昭
和
五
八
年
（

一

九
八
三）

に
蓬
左
文
庫
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

一
O
年

（一

九
九
八
）
に
『
雑
貨
重
良
旧
蔵
書
目
録
』
が
刊
行
さ
れ
、

一
般
公
開
（
予
約
制
）
も
始
ま
り
、
す
で
に
多
く
の
方
に
ご

利
川
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

一
途
左
文
庫
で
は
、
平
成

一
O
年
に
「
純
白
重
良
収
集
歌
告

展
」
で
旧
政
歌
書
の
代
表
的
な
も
の
を
、
平
成

ご

年
に
「
雑

賀
重
良
旧
政
歌
許
2
｜
和
歌
の
伝
統
か
ら
近
代
短
歌
へ
｜
」

で
近

・
現
代
の
短
歌
雑
誌
や
歌
集
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回

の
展
覧
会
で
は
、
主
と
し
て
江
戸
時
代
の
狂
歌
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
石
川
了
氏
（
大
妻
女
子
大
学
教
授
）
の
ご
指
摘
（
『蓬

左
』
六
O
サ
参
照
）
に
よ
る
と
、
純
白
重
良
旧
政
件
の
う
ち
、

狂
歌
資
料
は
約
三
O
O
種
、
う
ち
約

一
八
O
極
が
江
戸
時
代

の
刊
本

・
写
本
で
、
そ
の
う
ち
の
約

一
凹
O
極
が
冊
子
形
態
、

残
り
が

一
枚
摺
で
す
。
江
戸
時
代
の
狂
歌
の
歴
史
に
そ
っ
て
、

①
元
禄
か
ら
明
和
則
の
上
方
狂
歌
系
、

②
天
明
狂
歌
を
問
点

と
す
る
江
戸
狂
歌
系
、
③
狂
歌
会
等
の
一
枚
摺
の
順
で
、
特

に
尾
張
関
連
の
資
料
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

＊

＊

＊

＊

 

狂
歌
と
は
、
五

・
七

・
五

・
七

・
七
の
短
歌
の
形
式
に
滑

稽
な
内
特
を
雌
り
込
も
う
と
す
る
も
の
で
す
。
狂
歌
は
十
日

く
か
ら
有
り
ま
し
た
が
、
和
歌
の
椛
戚
の
強
い
時
代
に
は
、

「
当
座
の
狂
歌
」
と
し
て
記
録
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
中
世
の
伝
統
に
縛
ら
れ
な
い
近
世
に
入
る
と
狂
歌

は
雌
ん
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
上
方
で
松
永
貞
徳
の
俳
諦
の
門
人
を
中
心
に
狂
歌

が
普
及
し
、
そ
の
流
れ
を
汲
む
鯛
屋
貞
柳
が
、
元
禄
か
ら
明

和
則
の
大
坂
に
出
る
に
及
ん
で
、
上
方
狂
歌
の
大
流
行
と
な

り
ま
し
た
。
名
前
屋
で
も
、
以
柳
の
門
人
秋
園
斎
米
都
、
そ

の
弟
子
永
日
庵
其
律
が
中
心
と
な
っ
て
、
そ
の
門
下
を
広
げ

て
い
き
ま
し
た
。
相
介
す
る
資
料
で
は
、
共
律
の
門
人
省
・
前

可
童
編

『狂
歌
集
』（
其
律
百
ヶ
日
追
善
集
『
時
雨
の
月
』
、

一
七
六

一
刊
）
、
米
都
も
一誌
を
寄
せ
た
、
美
濃
神
戸
の
人
々

の

『歳
H
一狂
歌
集
』
、
烏
川
を
小
心
と
す
る
「
雌
竹
斎
連
」

の

『狂
歌
集
』（一

七
九
O
刊
）
な
ど
が
武
重
な
も
の
と
い
え

ま
す
。

＊

＊

＊

＊

 

上
力
に
対
し
て
独
自
の
動
き
を
み
せ
た
江
戸
で
は
、
内
山

か
ん
，

ん
d

旬、
L
．
‘
，
，
．4
匂

h

，
ぁ
企
ι

格
粁
門
下
の
、
店
衣
橘
洲
、
四
方
赤
良
（
大
田
南
畝
）
ら
に

よ
っ
て
明
利
六
年

（
一
七
六
九
）
に
聞
か
れ
た
狂
歌
会
か
ら
、

本
格
的
な
江
戸
狂
歌
が
始
ま
り
ま
す
。
天
明
三
年
（

一
七
八

一二）

に
は
、
橘
洲
編

『狂
歌
若
菜
集
』

・
赤
良
編

「万
歳
狂

歌
集
』
が
刊
行
さ
れ
、
江
戸
狂
歌
は
急
激
に
プ
l
ム
と
な
り

ま
し
た

（天
明
狂
歌
）
。
江
戸
狂
歌
の
流
行
は
名
古
屋
に
及

び
、
先
政
九
年

（一

七
九
七
）
の
段
階
で
、
橘
洲
は
「
尾
陽

（
尾
張
）
は
す
べ
て
予
が
門
業
の
み
に
し
て
、
他
の
指
揮
を

う
け
ざ
る
は
、
ま
さ
に
雪
丸

・
田
鶴
丸

・
玉
涌

・
金
成

・
桃

吉

・
有
文
の
諸
秀
才
、
よ
く
衆
を
い
ざ
な
ふ
故
な
る
べ
し
」

（
『
狂
歌
弄
花
集
」
）
と
記
し
て
い
ま
す
。
紹
介
す
る
資
料
で

は
、
旧
館
丸

・
金
城

・
一吉
丸
編

『狂
歌
ね
が
ひ
の
い
と
』（一

八
O
O
序）
、
橘
洲
の
賛
が
あ
る

『狂
歌
蓬
が

μ』
（
一

八
O

二
刊
）
、
田
鶴
丸
編

「狂
歌
弄
花
集
』
（
一

八

一
七
刊
）
な
ど

が
代
表
的
な
も
の
と
い
え
ま
す
。

＊

＊

＊

＊

 

江
戸
狂
歌
の
大
流
行
で
、
名
古
屋
で
も
旧
鶴
丸
な
ど
の
宗

匠
の
も
と
で
、
月
ご
と
の
狂
歌
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
事
前

に
、
題
や
投
稿
期
限

・
入
花
（
添
削
料
）
な
ど
を
印
刷
し
た

チ
ラ
シ
が
配
布
さ
れ
、
会
の
終
わ
っ
た
あ
と
で
は
参
加
者
を

得
点
合
計
順
に
大
間
以
下
の
相
撲
の
「
番
付
」
に
見
立
て
た

成
新
表
な
ど
が

一
枚
摺
で
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
も
狂
歌

が
多
く
の
人
々
に
愛
好
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
資
料
と
い
え
ま

’し
ょ
、
っ
。

江
戸
時
代
の
人
々
に
愛
好
さ
れ
た
狂
歌
に
閲
す
る
資
料
を
、

雑
賀
重
良
川
蔵
歌
書
よ
り
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
御
覧
く
だ
さ

、0・ν
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昭
和
四
年
の
歌
壇

ー
雑
賀
重
良
旧
蔵
書
の
雑
誌
か
ら
｜j章

島

出
’.，，、

夫

雑
貨
文
庫
に
は
、
昭
和
初
期
の
稀
槻
の
雑
誌
が
多
い
。
そ

の
中
の
一
つ
「
新
短
歌
風
景
」
と
い
う
わ
ず
か
二
十
頁
そ
こ

そ
こ
の
小
雑
誌
が
昭
和
四
年
二
月
の
創
刊
号
か
ら
昭
和
五
年

八
月
号
ま
で
断
続
的
に
伝
存
し
て
い
る
。
『
和
歌
文
学
大
辞

典
』
に
も
記
赦
が
な
く
、
近
代
文
学
館
に
も
な
い
よ
う
だ
。

「
芸
術
と
自
由
」
に
加
わ

っ
て
い
る
松
本
昌
夫
を
「
編
輯
兼

発
行
人
」
と
す
る
口
語
短
歌
の
雑
誌
で
、
東
京
の
「
新
時
代

の
歌
人
社
」
を
発
行
所
と
し
て
い
る
。
そ
の
第

一
巻
十

一
号

（昭
和
凶
年
十
二
月
）
（
七
頁
写
真
）
の
「
編
輯
末
雑
信
」
に
、

歌
壇
は
昭
和
四
年
度
に
於
て
、
近
世
に
な
い
程
の
め
ま

ぐ
る
し
い
転
換
期
に
会
ひ
、
途
上
に
あ
る
者
に
右
か
左

か
行
く
処
を
迷
は
し
め
る
事
が
多
い
ゃ
う
で
し
た
。
即

ち
全
歌
壇
の
転
換
期
を
招
来
し
た
一
因
は
明
ら
か
に
、

こ
れ
ま
で
の
口
語
歌
運
動
で
あ
り
、
更
に
其
の
次
の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
新
短
歌
運
動
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
二
運

動
を
、
所
開
新
興
短
歌
運
動
と
称
す
べ
き
で
あ
り
ま
す

が
、
其
の
あ
ひ
だ
に
、
形
式
上
に
は
定
型
律
、
基
準
律
、

自
由
律
、
内
容
上
に
は
無
産
階
級
、
中
間
中
産
階
級
な

ど
の
諸
問
題
が
論
じ
ら
れ
、
研
究
さ
れ
、
創
作
さ
れ
、

雑
誌
と
し
て
有
力
な
る
も
の
は
主
と
し
て
、
文
語
歌
壇

側
か
ら
階
級
的
陣
営
に
目
醒
め
た

一
群
で
あ
っ
て
、

「
短
歌
戦
線
」
「
尖
端
」
「
禦
明
」
が
合
同
し
て
「
短
歌

前
衛
」
と
な

っ
て
九
月
創
刊
、
次
い
で
十
月
に
は
、
口

語
歌
壇
側
か
ら
階
級
的
陣
営
に
目
醒
め
た

一
群
が
「
新

興
歌
人
」
（
こ
れ
は
、
階
級
争
刷
の
宣
伝
文
を
か
く
職

人
の
集
り
で
は
な
い
）
を
創
刊
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

い
づ
れ
も
口
語
歌
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
す
。

（下
略
）

と
記
し
て
い
る
。
今
日
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

取
り
た
て
て
珍
し
い
記
事
で
は
な
い
が
、
当
時
の
生
の
発
言
で

あ
る
だ
け
に
、
い
か
に
も
そ
の
時
代
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
。

こ
こ
に
い
う

「
短
歌
戦
総
」
（
第
二
巻
第
三
号
昭
和
四

年
三
月
）
、
「
尖
端
」
（
創
刊
号
昭
和
凹
年
三
月
。
ほ
か
に

四
月
号
、
六
月
号
）
、
「
短
歌
前
衛
」
（
創
刊
号
昭
和
四
年

九
月
。
ほ
か
に
第

一
巻
第
二
号
十
月
、
第
四
号
十
二
月
、

第
二
巻
第

一
号
昭
和
五
年

一
月
）
が
あ
り
、
そ
の
面
影
を

生
々
し
く
伝
え
て
く
れ
る
。
「
新
興
歌
人
」
は
な
い
が
、
そ

の
創
刊
号
の
広
告
が
「
短
歌
雑
誌
」
第
十
二
巻
第
十
号
（
昭

和
四
年
十
月
）
に
あ
り
、
「
新
興
歌
壇
の
権
威

・
新
人
の
登

竜
門
」
を
う
た
っ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
顔
触
れ
か
ら
見
る

限
り
で
は
、
必
ず
し
も
口
語
歌
壇
と
は
一吉
守
え
な
い
よ
う
だ
。

同
じ
く
昭
和
四
年
に
は
、
楠
田
敏
郎
を
発
行
人
と
し
、

柳
田
新
太
郎
を
編
輯
人
と
す
る
「
短
歌
月
刊
」
が
五
月
に
創

刊
を
見
る
。
こ
の
「
短
歌
月
刊
」
も
、
第

一
巻
六
冊
、
第
二

巻
六
冊
、
第
三
巻

一
叩
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
創
刊
号
の

「
方
向
を
指
し
示
す
も
の
」
と
題
し
た
巻
頭
言
に
は
、

今
や
わ
が
短
歌
壇
は
全
く
平
静
を
失
っ
た
。
こ
の
波

立
つ
慌
し
い
姿
を
見
よ
1

波
立
つ
慌
し
い
姿
！

こ
の
言
葉
は

一
部
の
も
の
に

と
っ
て
全
く
空
虚
に
響
く
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
も
、
自

己
に
最
も
忠
実
で
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
。
ま
た
短
歌
壇

の
現
実
を
偽
り
な
く
見
う
る
も
の
は
、
か
か
る
言
葉
を

百
パ

ー
セ
ン
ト
の
真
実
と
し
て
う
け
と
る
で
あ
ら
う
。

今
や
わ
が
短
歌
壇
は
全
く
批
判
の
基
準
を
さ
へ
失
は

う
と
し
て
ゐ
る
。

旧
短
歌
新
短
歌
。
口
詩
歌
｜
文
詩
歌
。
さ
う
し
て

こ
こ
に
も
階
級
的
対
立
の
姿
が
明
ら
か
に
描
き
出
さ
れ

た
。
ー
対
立

・
矛
盾
、
あ
て
も
な
く
陥
一燥
で
あ
る
。

悲
に
於
て
わ
れ
／
＼
は

一
切
の
矛
盾
・
対
立
の
姿
を
意

識
的
に
反
映
す
る
。
わ
れ
／
＼
は
こ
の
矛
盾

・対
立
を

絶
対
的

・
凝
固
的
た
ら
し
め
な
い
。

矛
盾
の
統

一
は
客
観
的
世
界
そ
の
も
の
の
法
別
で
あ

り
、
対
立
物
の
統

一
を
認
め
る
こ
と
は
弁
証
法
の
基
礎

的
特
徴
の

一
つ
で
あ
る
。

わ
れ
／
＼
こ
そ
短
歌
の
方
向
を
指
し
示
す
唯

一
人
の

も
の
で
あ
る
。

と
あ
る
。
こ
れ
が
、
「
短
歌
雑
誌
」
に
対
し
て
、
新
興
短
歌

を
擁
護
す
る
短
歌
綜
合
雑
誌
と
し
て
の
役
割
を
担
お
う
と
し

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
は
創
刊
号
の
目
次
を
見
て
も
歴

然
と
し
て
い
る
。
第

一
回
歌
談
会
と
し
て
、
柳
田
の
司
会
で
、

筏
井
嘉

一（
香
蘭
）

・
伊
沢
信
平
（
短
歌
戦
線
）

・
石
神
茂
（
尖

端）

・
大
熊
長
次
郎
（
車
E
m一）
・
大
熊
信
行
（
ま
る
め
ら
）

・

田
辺
駿
一
（
繋
明
）

・
大
悟
法
利
雄
（
創
作
）

・
馬
場
静
浪
（
白

珠）

・
前
川
佐
美
雄
（
心
の
花
）

・
矢
代
東
村
（
詩
歌
）
と
い

っ
た
面
々
で
激
論
を
闘
わ
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
「
問

題
の
所
在
」
と
し
て
抜
き
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

「
一
、
混
沌
た
る
「
詩
歌
」
の
現
状
。
一

、
い
か
に
「
新
し

く
建
設
」
さ
れ
て
行
く
か
。
一

、
歌
壇
の
今
後
進
む
べ
き
道

は
何
か
。
一

、
こ
の
混
沌
の
中
に
将
来
へ
の
萌
芽
を
認
む
る

か
。

て

そ
の
萌
芽
と
は
何
か
。
一

、
こ
の
萌
芽
は
架
し
て

良
い
萌
芽
か
。
一

、
批
判
の
基
準
は
何
か
。
一

、
階
級
性
及

び
社
会
性
。
一

、
無
産
階
級
短
歌
の
将
来
。
一

、
芸
術
至
上

主
義
φ
正
体
。
一

、
短
歌
に
於
け
る
階
級
対
立
」
で
、
石
椋

茂
ら
の
主
強
が
威
勢
が
よ
い
。
「
尖
端
」
創
刊
号
に
、
「
今
日

の
批
判
｜
歌
壇
評
｜
」
と
し
て
、
石
樽
茂

・
前
川
佐
美
雄

・

五
島
美
代
子
で
、
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
「
地
上
」
「
香
蘭
」
「
禦
明
」

「
詩
歌
」
「
短
歌
戦
線
」
を
あ
げ
た
中
に
、
「
詩
歌
」
で
は
、

「
ど
た
り
と
休
を
ド
ア
に
打
ち
つ
け
て
這
入
れ
ば
既
に
日
暮

の
暗
さ
」
の
前
回
夕
暮
の

一
首
を
取
り
上
げ
、
茂
が
「
「詩

歌
』
の
全
面
的
な
雑
騒
音
、
之
は
そ
の
中
の

一
番
だ
」
と
い

う
の
を
受
け
て
、
前
川
が
、

発
屯
所
の
歌
、
前
田
氏
の
素
朴
さ
が
割
合
に
出
て
を
り

表
現
も
板
に
若
い
て
ゐ
で
あ
る
感
じ
を
呼
び
お
こ
す
。

だ
が
何
と
し
て
も
閃
き
に
乏
し
す
ぎ
る
。
詩
歌
の
歌
は

ア
ラ
、
ギ
に
比
べ
て
著
し
く
近
代
的
で
あ
り
、
自
由
主

義
で
あ
る
。
材
料
表
現
形
式
共
に
こ
の
傾
向
を
持
つ
。

こ
の
傾
向
は
近
時
急
速
に
激
し
く
な
り
、
詩
歌
の
現
状

は
今
や
遂
に
収
拾
な
ら
ぬ
貌
に
見
え
る
。
こ
の
傾
向
は

度
す
べ
き
か
っ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌
に
対
し
て
忠
君

愛
国
歌
あ
り
、
口
語
歌
に
対
し
て
文
詩
歌
あ
り
、

二
十
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凹
五
字
の
歌
あ
り
、
五
十
字
位
の
歌
あ
り
、
全
く
目
も

当
て
ら
れ
な
い
。
詩
歌
は
過
渡
期
だ
。
乱
れ
る
だ
け
乱

れ
し
め
よ
。
し
か
し
て
そ
の
中
か
ら
新
し
く
建
設
さ
れ

て
行
け
！

ア
ラ
、
ギ
の
如
き
凝
固
主
義
よ
り
も
幾
層

倍
か
の
側
値
を
持
つ
、
こ
れ
は
度
せ
ら
れ
て
い
、
の
だ
。

し
か
し
こ
の
場
合
の
指
導
者
は
断
じ
て
前
田
タ
非
氏
で

あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
、
前
同
夕
暮
氏
の
価
値
は
詩
歌
を
収

拾
な
ら
ぬ
ま
で
に
乱
れ
し
め
た
、
皮
肉
な
し
か
も
再
ぶ

べ
き
側
他
だ
け
だ
。
こ
の
歌
の
如
き
も
そ
の
条
件
に
適

合
す
る
の
み
で
故
早
や
今
後
の
朋
に
立
た
な
い
。

と
い
っ
た
と
こ
ろ
を
、
話
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
そ
れ
が
、

「
詩
歌
」
だ
け
の
問
題
で
な
く
、
現
代
の
短
歌
の
問
題
と
し

て
論
じ
ら
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。
「
編
輯
ノ

l
ト
」
に
柳
田

が
「
本
誌
は
絶
対
に
不
偏
不
党
、
た
だ
よ
き
檎
都
台
で
あ
る

こ
と
を
念
じ
て
ゆ
く
考
へ
だ
が
、
創
刊
号
は
特
に
歌
壇
転
換

期
当
而
の
問
題
を
主
と
し
て
取
扱
っ
た
。
次
口
す
か
ら
は
真
に

総
合
的
の
殿
堂
と
し
て
恥
じ
な
い
も
の
に
な
る
だ
ら
う
」
と

述
べ
て
い
る
が
、
も
と
よ
り
「
短
歌
雑
誌
」
と
の
差
は
は
っ

き
り
と
し
て
い
る
。

一
方
の
「
短
歌
雑
誌
」
は
、
大
正
六
年
に
創
刊
さ
れ
、
短
歌

綜
合
雑
誌
と
し
て
の
使
命
を
果
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
さ

す
が
に
、
こ
の
昭
和
四
年
と
も
な
れ
ば
、
歌
壇
の
新
し
い
動

き
を
知
視
す
る
こ
と
も
山
来
な
く
な
っ
て
来
る
。
「
短
歌
月

刊
」
の
創
刊
に
対
し
て
は
、
第
十
二
巻
第
六
号
（
昭
和
四
年

六
月
）
に
岡
野
区
七
郎
の
「
歌
壇
ふ
た
お
も
て
」
と
い
う
文

章
が
あ
り
、
「
今
度
創
刊
さ
れ
た
「
短
歌
月
刊
」
と
い
ふ
雑

誌
を
見
る
と
、
反
射
砲
の
欄
に
、
「
同
民
文
学
、
水
型
、
潮

立円
、
ア
ラ
ラ
ギ
、
創
作
、
青
垣
、
撤
概
、
新
王
樹
、
等
、
等
、

等
、
ー
文
詩
歌
の
牙
城
未
だ
ゆ
る
が
ず
」
と
断
片
的
に
書
い

て
あ
る
」
よ
り
始
ま
る
歌
壇
時
評
の
よ
う
な
文
章
の
中
に
、

私
は
、
私
の
手
許
に
寄
贈
さ
れ
た
数
十
の
歌
の
雑
誌
の

う
ち
か
ら
、
「
国
民
文
学
」
、
「
水
型
」
、
「
潮
・首
」
と
ιむ

い
て
あ
る
ま
、
の
利
誌
を
取
り
出
し
て
重
ね
て
見
た
。

い
ず
れ
も
ぶ
．
埠
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
私

は
、
新
短
歌
運
動
の
先
駆
と
銘
々
で
自
賛
し
て
ゐ
る
、

「
ま
る
め
ら
」
、
「
数
明
」
、
「
尖
端
」
、
「
短
歌
戦
線
」
、
少

し
古
い
が
「
芸
術
と
自
由
」
と
又
抜
き
出
し
て
重
ね
て

見
た
。
み
な
薄
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
全

部
を
綴
ぢ
合
は
せ
て
も
前
者
の
あ
る
も
の
よ
り
は
薄
い

の
で
あ
る
。
厚
い
や
は
人
数
の
多
い
の
を
示
し
、
部
い

の
は
、
人
数
の
す
く
な
い
の
を
表
す
。
然
し
私
は
こ
、

で
現
在
の
人
数
の
問
題
を
比
較
し
よ
う
と
忠
ふ
の
で
は

な
い
。
疑
問
は
将
来
に
あ
る
。

と
い
う
。
岡
野
は
、
も
ち
ろ
ん
文
部
歌
の
立
場
に
話
を
導
い

て
い
く
の
で
あ
る
が
、
こ
の
人
数
の
差
も
、

一
つ
の
瓦
笑
で

あ
る
。
第
七
号
に
は
、
河
野
健
二
の
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌

運
動
故
近
の
発
展
」
と
い
っ
た
文
章
も
掲
載
し
て
い
る
。
さ

ら
に
第
八
号
に
は
、
「
対
立
批
判

一
人

一
首
評
」
と
し
て
、

対
立
す
る
歌
人
の
歌
を
編
集
部
で
名
前
を
伏
せ
て
批
評
を
さ

せ
た
上
で
、
そ
の
歌
の
作
者
を
明
ら
か
に
し
て
、
掲
載
し
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
当
時
は
新
興
短
歌
の
側
に
身
を
お
い
て

い
た
前
川
佐
美
泌
が
、
「
山
摩
地
に
細
木
あ
や
ふ
く
傾
け
り
誰

も
知
ら
ね
ど
胡
桃
の
木
な
り
」
（
笑
は
対
応
完
治
の
歌
）
に

対
し
て
、こ
れ
が
歌
か
、
こ
れ
が
詩
か
。
何
と
い
ふ
下
手
な
歌
だ
。

旧
短
歌
と
し
て
も
、
外
面
抗
写
だ
け
で
は
な
い
か
。
ア

ラ
ラ
ギ
ズ
ム
の
外
具
似
だ
け
だ
。
こ
ん
な
歌
に
は
僕
ら

が
思
円
の
吹
を
容
れ
る
ま
で
も
な
い
で
は
な
い
か
。
巳

に
旧
歌
人
仲
間
に
於
て
無
茶
背
茶
に
採
制
さ
れ
て
ゐ
る

歌
だ
。
こ
ん
な
歌
で
も
、
も
う
少
し
上
手
に
な
り
た
け

れ
ば
、
赤
彦
あ
た
り
の
歌
集
を
三
円
読
め
。
そ
れ
で
沢

山
だ
。
こ
ん
な
歌
づ
く
り
は
今
す
ぐ
に
地
球
か
ら
追
っ

払
へ
。
そ
れ
で
だ
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
歌
で
も
作
っ
た
ら
、

又
ち
ょ
っ
と
ぐ
ら
ゐ
は
相
手
に
し
て
や
る
。
だ
が
、
こ

ん
な
歌
を
作
る
奴
は
そ
、
」
ま
で
行
く
気
遣
ひ
は
な
い
。

こ
ん
な
歌
を
作
る
奴
に
限
っ
て
、
歌
だ
歌
だ
、
歌
様
々

で
ゐ
る
奴
だ
。
こ
ん
な
歌
を
真
面
目
に
相
手
に
す
る
だ

け
や
ぽ
だ
。
や
ぼ
の
廿
頂
だ
。
悪
口
を
言
ふ
に
も
く
た

び
れ
る
。
消
え
う
せ
ろ
だ
。

大
体
が
こ
う
い
っ
た
罵
倒
に
終
始
し
て
い
る
し
、

編
集
者
の

方
で
も
、
遊
び
の
気
持
か
ら
の
企
画
で
は
あ
る
が
、
結
構
読

者
の
反
応
が
あ
っ
た
と
見
え
て
、
何
回
す
か
続
け
て
い
る
。
し

か
し
、
前
川
の
一
許
は
、
若
さ
か
ら
来
る
罵
倒
で
あ
る
が
、
古

い
歌
を
捨
て
て
、
新
し
い
歌
に
志
し
た
一
端
を
ほ
の
み
せ
て

い
る
。「短
歌
雑
誌
」
を

一
気
に
読
み
な
が
ら
、

一
つ
驚
い
た
記

事
は
、
第
十
三
巻
第
九
号
（
昭
和
五
年
九

μ）
に
見
え
る

作
歌
凶
腔
」
で
あ
る
。
浅
野
梨
郷
以
下
若
山
喜
志
子
に
至

る
間
十
四
人
の
当
代
の
代
表
歌
人
の
閲
歴
を
、

一
、
本
名

二
、
現
住
所

三
、
山
生
地
問
、
年

齢

五

、
経

歴

六

、

職

業

七

、
作
歌
経
歴
八
、
著
書
九
、
関
係
雑
誌
の
項

目
に
従
っ
て
略
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
意
外
に
若
い
の

で
あ
る
。
川
以
年
長
は
石
神
千
亦
の
六
十
二
歳
で
、
最
年
少
が

土
田
耕
平
の
三
十
六
歳
。
太
田
水
聴
が
五
十
五
歳
、
尾
上
柴

山
川
が
五
十
王
歳
、
川
田
順
が
四
十
九
段
、
斎
藤
茂
吉
が
凹
十

九
歳
、
前
田
夕
刊
作
が
凹
十
八
歳
、
北
原
白
秋
が
四
十
六
歳
、

土
岐
普
府
が
凹
十
六
歳
、
土
屋
文
明
が
問
十

一
歳
、
と
い
っ

た
ぐ
あ
い
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
入
っ
て
い
な
い
筏
井
嘉

一

は
三
十
二
歳
、
前
川
佐
美
雄
は
十
八
歳
、
坪
野
哲
久
は
二

十
五
歳
で
あ
っ
た
。
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慶
長
五
年

ご

六
O
O
）
九
月

一
五
日
の
関
ヶ
原
合
戦

に
お
け
る
、
東
西
両
軍
の
布
陣
の
状
況
を
描
い
た
合
戦
図
。

本
絵
図
は
、
関
ヶ
原
周
辺
の
山
々
な
ど
に
彩
色
を
ほ
ど

こ
し
て
絵
画
的
に
表
現
す
る
と
と
も
に
、
池
水
や
陸
路
を

描
き
、
合
戦
の
進
行
に
合
わ
せ
て
武
将
の
動
き
を
注
記
す

F－
い

さ

ん

る
。
東
は
大
垣
城
、
西
は
山
中
宿
、
北
は
菩
提
山
、
南
は

栗
原
町
ま
で
が
拙
か
れ
て
お
り
、
九
月

一
四
日
か
ら

一
五

日
に
か
け
て
の
、
東
西
両
軍
の
動
き
を
見
て
と
る
こ
と
が

で
き
る
。
と
く
に
本
絵
図
の
特
徴
と
し
て
は
、
赤
坂
勝
山

の
徳
川
家
康
本
陣
を
は
じ
め
、
福
島
正
則

（絵
図
で
は
福

島
大
夫
）

・
浅
野
幸
長
（
同
浅
野
大
夫
）
・
池
田
輝
政

（同

池
田
三
左
衛
門
）
な
ど
の
東
軍
陣
所
、
長
宗
我
部
盛
親

・

大
谷
吉
継

（同
大
谷
刑
部
）
な
ど
の
西
軍
隊
所
と
い

っ
た、

九
月

一
四
日
の
両
軍
の
陣
所
が
詳
し
く
捕
か
れ
て
い
る
点

が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
本
絵
図
に
は
、
東
軍
に
寝
返

っ
て
勝

利
を
も
た
ら
し
た
小
早
川
秀
秋
の
名
は
注
記
さ
れ
て
い
な

い
が
、
秀
秋
の
陣
所
松
尾
山
の
山
頂
に
は
削
平
さ
れ
た
平

地
が
描
か
れ
て
い
る
。
現
在
も
、
山
頂
に
は
、

土
塁
で
固

ま
れ
た
平
地
が
遺
構
と
し
て
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
か
ら
、
現
地
で
の
観
察
に
基
づ
く
姉
写
が
加
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一

四
日
の
陣
所
に
比
べ
る
と
、

一
五
日
の
決
戦
場
で
の
記
載
は
簡
略
で
、
家
康
の
本
陣
の

動
き
が
、
「御
所
様
御
旗
初
」
（
午
前
六
時
ご
ろ
）
、
「同
二

ノ
御
旗
」

「同
御
旗
立
詰
場
」（
午
前

一
O
時
ご
ろ
）
と
詳

し
く
記
さ
れ
て
い
る
の
が
目
立
つ
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

本
絵
図
は
、
代
々
城
代
な
ど
を
勤
め
た
尾
張
務
重
臣
肥

田
孫
左
衛
門
家
の
所
蔵
で
、
天
保
年
間

（一

八
三
0
1
四

四
）
に
尾
張
務
に
献
納
さ
れ
た
合
戦
図

・
古
城
図
二
六
枚

の
う
ち
の

一
枚
で
あ
る
。
蓬
左
文
庫
に
は
、
こ
の
他
に
も

六
枚
の
関
ケ
原
合
戦
図
を
所
蔵
し
て
い
る
。

江戸時代写関ヶ原之図（図355)

午前9時30分～午後51待

毎月曜日、第3金H程日

祝日 （日H程、月曜のいずれかに重なる場合は、日l砲

開館、月、火休館）

特日lj整理期間 （2週間）

年末 ・年始 (12月28日～l月4日）

館内のみ。館外貸し出しはいたしません。

閲覧時間 閉梨図住午前9時30分～121時

午後1時～5時
開架図的ー午前91時30分～午後51時

保存上支障のないものについて、マイクロフィルム

複写などの方法により行います。

電話 ・郵便による申込みも可。

取扱い時間 午前9時30分～121侍午後ll時～51時

所蔵資料のうち30点程度を｜即時展示。テーマ、期

間、回数は、年度により異なります。

開館時間

休館日
名古屋市蓬左文庫

名古屋市東区徳川町1001番地

TEL (052) 935-2173 

FAX (052) 937-0350 

〒461-0023

覧

複写サービス

展 刀t

閲

。交通

名古屋駅、栄より

市バス （器斡パス 2番）・名鉄パス （「本地ヶ原方面」行）

「新出来j下車、徒歩5分
大曽根より

] R中央線「大曽根」下車、南口より徒歩10分
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食無料 公不定期刊行 交印刷l：菱源印刷工業（株）i；； この冊子は再生紙（古統合判ω弛．白色1~80引を｛馴しています。

8 

「蓬左」第63号


